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Ⅰ．データ登録編 
 

Ⅰ－１．データの作成 
 

①：インフォメーション画面左のメニューバーから「橋梁管理カルテ（登録用）」をクリック。 

 

②：対象施設を選択。 

③：「定期点検データ作成」をクリック。 

④：「定期点検データ作成を開始しますか？」を確認し、「はい」をクリック。 

 

① 

② 

③ 

④ 
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⑤：「定期点検データを作成しました。」を確認し、「確認」をクリック。 

 

 

 

注）配布データ（登録用データ）について 

・ 配布データ（登録用データ）は、前回点検結果の記録様式（その２）、（その４）、（その１０）

の画像データ、（その７）、（その８）、（その１１）（その１２）のテキストデータを保持していま

す。 

・ 前回点検が複数回で実施されている場合（例えば、跨線部を含む多径間の橋梁で、跨線部（５

年前に実施）と跨線部以外（４年間に実施）を２年間で実施した場合等）は、直近の点検結果（跨

線部以外（4年前に実施）を前回点検結果として扱います。 

・ 従って、跨線部（５年前に実施）の前回点検結果は配布データ（登録用データ）には含まれま

せん。含まれないデータを今回点検で活用する場合には、過年度設定を実施し、出力する年度を

選択してください。 

  

⑤ 
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Ⅰ－２．定期点検データの MDB 出力 
 

①：インフォメーション画面左のメニューバーから「橋梁定期点検（登録用）」をクリック。 

 

 

②：地方整備局及び事務所を選択。 

③：「検索」をクリック。 

  

① 

② ③ 



 

4 

 

④：対象施設を選択。（複数選択可） 

 

 

⑤：「MDB出力」をクリックし、次に「配布データ出力」をクリック。 

 

・「配布データ出力」：一つのデータフォルダ構成。 

・「配布データ出力（橋梁別）」：橋梁ごとのデータフォルダ構成。 

※点検・診断結果の記録、記録データの道路橋 DB への登録等を考慮した場合、橋梁単位での出力

を推奨。 

  

④ 

⑤ 
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⑥：「配布データを出力しました。」を確認後、「確認」をクリック。 

⑦：「ファイルを開く」をクリック。 

 

 

⑧：配布データファイル（ZIP）を展開。 

（フォルダ選択→右クリック→送る→すべて展開の順にクリック） 

※フォルダの削除・追加等は不可。 

５つのフォルダ（カルテ・塩害・第三者被害・定期点検・補修補強）で 1セット。 

  

⑥ 

⑦ 
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Ⅰ－３．定期点検データの記録 
メニュー画面より最新の「定期点検・カルテ入力システム」を取得しインストールします。 

「定期点検・カルテ入力システム」を起動し、点検結果、診断結果を登録します。 

 

①：メニュー画面の「橋梁定期点検」をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②：「データフォルダ選択」をクリックします。 

③：道路橋 DB から MDB出力したファイルを解凍したフォルダを選択します。 
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④：対象橋梁をダブルクリックし、入力画面を開きます。 

⑤：点検結果、診断結果を記録し保存します。 

（基本諸元等も現地状況を踏まえて変更。詳細は定期点検・カルテ入力システムのマニュアルを参

照してください） 
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Ⅰ－４．定期点検データの取込の準備 

 

① 外部出力 

定期点検・カルテ入力システムで作成したデータを道路橋 DB で取込を行うためにデータを圧

縮します。複数の橋梁が纏められたデータの場合、そのフォルダをそのまま圧縮しても取込の

容量制限を超過する可能性があります。超過する場合は、定期点検・カルテ入力システムの外

部出力で橋梁を分けて制限内に収まるように調整してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※詳細な外部出力については、定期点検・カルテ入力システムのマニュアルを参照ください。 
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②：外部出力された定期点検データを ZIPファイルへ圧縮。 

（5フォルダが格納されたフォルダを圧縮します） 

（フォルダ選択→右クリック→送る→圧縮（ZIP形式）フォルダの順にクリック） 

 

  

② 
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Ⅰ－５．定期点検データ取込 

 

データ取込の前に必ずご確認下さい。 

 

定期点検データ取込時の留意事項 

 

１）データ取込時の処理について 

・ 道路橋 DBへのデータ取込は、常に「上書き」処理をおこないます。 

・ 定期点検のデータは、点検業者（２者以上の場合も有り）と診断業者が共有します。 

・ データ取込をおこなう場合は、取込前の道路橋 DBに格納されているデータが、どの時点の

誰が登録したデータであるかを確認のうえ、「上書き」登録の適否を必ずご確認下さい。 

例えば、はじめに点検業者が点検結果データを道路橋 DBに登録し、そのデータを診断業者

が道路橋 DBから取得して、入力システムを使用して診断結果データを追加し、道路橋 DBに登

録したとします。その後、点検業者が診断結果を含まない点検結果データを一部修正して再度、

道路橋 DBに登録した場合には、診断結果データのないデータが最終登録データとなってしま

います。 

・ 道路橋 DBの登録データがどのような状況（誰が、いつ登録しているか）であるかの情報は、

施設管理者(業務発注者)、点検業者、診断業者等の関係者間で共有して下さい。道路橋 DB上

でも橋梁定期点検（登録用）画面にて点検業務、診断業務のそれぞれでコメントできる仕組み

を設けていますので、ご活用下さい。（Ⅱ．コメント・確定フラグ登録 参照） 

 

２）データ容量について 

・ 定期点検要領の改訂や支援技術の活用等により、1橋あたりのデータ容量が増大している状

況です。 

・ 道路橋 DBでは大容量のデータを扱う関係上、1回のデータ取込時に扱う容量を「2.0GB」を

上限と想定しています。 

・ １橋あたりのデータ容量が「2.0GB」を超える場合には、データベース運営会社にお問い合

わせください。 
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「橋梁定期点検（登録用）」をクリックし登録する施設の一覧を表示。 

①：「定期点検データ取込」をクリック。 

 

 

②：前項で作成した圧縮ファイル（ZIP形式）を選択。 

③：「開く」をクリック。 

 

  

① 

② 

③ 
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④：配布データ取込画面表示。 

 

 

⑤：対象橋梁を選択。 

⑥：「確認」をクリック。 

注）複数橋梁を含む配布データを指定した場合、複数橋梁表示、複数選択可。 

 

  

⑤ 

⑥ 

④ 
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⑦データベースに取り込む対象となるデータを選択。 

⑧定期点検情報の他にカルテ情報も併せて取り込む場合、チェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨：定期点検データの取り込み結果を確認。 

・上段(緑)：正常に取り込み完了した橋梁名等が示。 

・下段(赤)：取込に失敗した橋梁情報とエラー内容が表示。 

エラー対処：カルテが確定済→診断業者にカルテのフラグ解除を依頼 

必要なファイルが見つかりません→画像ファイルが所定のフォルダ配下に見つ

からない 

定期点検が確定済：診断業者に定期点検のフラグ解除を依頼 

⑩：「確認」をクリック。 

 

  

⑨ 

⑩

取込失敗データ 

正常取込データ 

⑦

⑧
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Ⅰ－６．過年度設定 
 

過年度のデータを選択し、MDB出力に含めるようにします 

 

①：過年度が設定されている項目を１つだけチェックする 

 
  

① 
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②：年度を選択する 

③：確定をクリックする 

 
 

④：確認をクリックして設定を終了する 

 
  

② 

① 

① 
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Ⅱ．コメント・確定フラグ登録 
 

橋梁毎に点検調書の編集状況をコメント、及び、確定フラグ（編集完了と同時にチェック）にて登

録出来ます。 

 

① ：点検コメント、点検確定を編集する場合にクリック。 

②：診断コメント、診断確定を編集する場合にクリック。 

 
③ 、④：コメントを登録（100文字以内）、確定フラグを✓。 

⑤：登録をクリック。 

 

① 

③ 

④ 
⑤ 

※コメント例 

・点検結果（跨線部のみ作成済み） 

・点検結果最終版 

・診断結果登録済み  等 100 文字以内で記載 

確定フラグは、点検調書が全て整

った段階で付与すること 

② 
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⑥：「登録しました。」と表示されるので、「確認」をクリック。 

 

 

⑦ ：施設一覧にてコメント/確定フラグを確認。 

 

 

 

 

  

⑥ 

⑦ 
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Ⅲ．データの削除 
 

①：インフォメーション画面左のメニューバーから「橋梁定期点検（登録用）」をクリック。 

 

 

②：削除対象のデータを選択。 

③：「定期点検データ削除」をクリック。 

 

  

① 

② 

③ 
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④：メッセージを確認し、「はい」をクリック。 

 

 

 

⑤：「点検データを削除しました」を確認し、「確認」をクリック。 

 

 

 

④ 

⑤ 
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